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あ
ら
ま
し　

普
天

間
飛
行
場
の
基
地
内

に
は
、
戦
前
の
国
指

定
天
然
記
念
物
で
あ

る
宜
野
湾
並
松
が
鬱

蒼
と
生
い
茂
る
街
道

が
走
っ
て
い
ま
し
た
。

並
松
は
約
三
千
本
を

数
え
、
ジ
ノ
ー
ン
ナ
ン
マ
チ
ま
た
は
ジ
ノ
ー
ン
マ

ー
チ
ュ
ー
・
ジ
ノ
ー
ン
マ
ー
チ
バ
ー
と
も
呼
ば
れ
、

当
時
の
宜
野
湾
村
民
が
最
も
誇
り
に
し
、
広
く

県
民
に
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
街
道
は
近

世
琉
球
に
は
中
頭
方
東
宿
・
国
頭
方
東
宿
、
近
代

沖
縄
に
は
宜
野
湾
街
道
・
普
天
間
街
道
と
名
称

の
変
更
は
あ
っ
た
も
の
の
、
長
く
そ
の
時
々
の
主

要
道
路
で
あ
り
ま
し
た
。

　

植
付
と
普
天
間
参
詣　

並
松
は
尚
貞
王
の
世

子
尚
純
の
命
で
、
約
三
百
年
前
に
普
天
間
か
ら

浦
添
の
後
方
ま
で
植
付
さ
せ
た
こ
と
を
伝
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
尚
賢
王
の
代
の
一
六
四
四
年
に

始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
国
王
や
王
府
の
官
人
層
が

旧
暦
の
九
月
に
普
天
満
宮
へ
詣
で
る
普
天
間
参

詣
に
も
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
並
松
と
暮
ら
し
　
並
松
は
当
時
の
人
々
の
暮

ら
し
に
と
っ
て
も
大
切
な
も
の
で
、
高
い
松
の
木

は
人
々
に
木
陰
と
憩
い
の
場
と
な
り
、
台
風
の

時
は
防
風
林
の
役
目
を
果
た
し
ま
し
た
。
並
松

の
勝
手
な
伐
採
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

松
か
ら
落
ち
る
マ
ー
チ
ー
バ
ー(

松
の
葉)

と
マ

ー
チ
カ
サ
ー(

ま
つ
か
さ)

は
タ
ム
ン(

薪)

の
材

料
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
子
供
達
の
か
く
れ

ん
ぼ
や
青
年
達
の
モ
ウ
ア
シ
ビ
ー(

毛
遊
び)

の

場
所
と
し
て
も
親
し
ま
れ
、
並
松
に
ち
な
ん
だ

歌
も
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
戦
禍
で
の
消
滅
　
並
松
の
大
半
は
今
次
の
沖

縄
戦
で
消
滅
し
、
そ
の
一
部
は
普
天
間
や
嘉
数

な
ど
の
旧
街
道
筋
に
一
九
六
○
年
代
ま
で
残
っ

て
い
ま
し
た
が
、
道
路
拡
張
工
事
や
マ
ツ
ク
イ
ム

シ
の
被
害
等
に
よ
り
跡
形
も
無
く
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ
・
文
化
課 ☎
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戦前の宜野湾並松街道のようす

普天間飛行場と並松街道の道筋

琉球国王の普天間参詣のようす（模型）
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「
人
は
右
、
車
は
左
」
〜
34

年
前
の
暑
い
日
〜▲新車保管所（キャンプ・ブーン跡）

1978年

『
宜
野
湾
市
史
』
へ
の
問
合
せ

 
文
化
課 
市
史
編
集
係
（
市
立
博
物
館
内
）
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宜野湾並松街道
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